
第１回小児がん中央機関アドバイサリーボード 
平成27年3月31日（火） 

14：00-17：00 
1） 小児がん中央機関の行うべき業務について 

1-6）人材育成 

国立成育医療研究センター 

放射線診療部 

野坂俊介 



小児がん中央機関の役割 



1-6）人材育成 

• 小児がん診療に携わる者の育成に関する国内の
体制整備を行うこと 
• 放射線診断医のための小児がん画像診断研修プログ
ラム 

• 病理医のための小児がん病理診断研修プログラム 



1-6）人材育成: その実際 

• 原則3か月のプログラム 
• 派遣元機関の実情を考慮する短期間が望ましい 

• 期間は適宜調整可能 

• 小児がん拠点病院への呼びかけ 

• 病理診断研修プログラムで1名の実績 

• 来年度,放射線診断医は1名内定 



放射線診断医のための小児がん
画像診断研修プログラム 



病理医のための小児がん病理
診断研修プログラム(案) 



1-6）人材育成: 問題点と対策 

• 指導体制の構築 

• 指導者の育成 

• プログラムの策定 

• 実際に中央機関に派遣することの困難性 
• 研修中の派遣元拠点病院の欠員への対応 

• 遠方からの派遣の場合の滞在場所の確保 

• OJTとOff-JTを組み合わせる 

 



1-6）人材育成: 今後の検討事項 

•拠点病院における相談機能を強化するため, 小児
がん領域に対応できる相談員を育成する 

•系統的セミナー開催の企画等を通して、小児がん
に携わる医師, 看護師, ソーシャルワーカー及び臨
床心理士等の育成を行う 

•拠点病院から送付された診断用検体のうち, あら
かじめ同意が得られたものについて, アーカイブを
設立して診断後の検体を保存し, 画像や臨床デー
タも併用し, 教育・研修用の教材として活用する  
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